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りましたが、講演という形でご登壇なさるのは 2006 年以来でございます。 
 本日、最初に公示させていただいた演題は、「おとずれる記憶、おくりとどける記憶――そ














































 今日、7 月 10 日、この真夏の下で、皆さんとの大事な時間をいただいておりますが、 
「客死」とともに「残骸」の場所へと思っています。 
李静和 おとずれる記憶、おくりとどける記憶―その後 




















































                            
1 1947 年 3 月 1 日を起点にし、1948 年 4 月 3 日発生した騒擾事態、さらに 1954 年 9 月 21 日までの武力衝突と鎮圧過程
のなかで住民たちが犠牲となった事件。（済州四・三特別法第二条の記録） 
 1948 年 5 月 10 日、国連臨時朝鮮委員団の監視下、南朝鮮だけで単独選挙が行われ、8 月 15 日に大韓民国政府が樹立し
た。さらに、9 月 9 日に北半部で、朝鮮民主主義人民共和国が樹立し、南北それぞれに分断国家が成立することになった。
しかしそれに先立つ 4 月 3 日済州島で、南朝鮮単独選挙は朝鮮分断に連なるものとして、民衆蜂起が起こった。これに対し、
政府樹立後もアメリカ軍の指揮下、軍警や西北青年会など右翼テロ団による凄絶な島民弾圧が行われ、130 余りの村が焼か
れ 3 万とも 5 万ともいわれる無実の島民が虐殺された。（「済州島四・三事件 65 周年追悼の集い」パンフレット） 
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ませんが、済州島で使っている言葉は、今の沖縄の方言と同じように、ほかの地域に住んでい


























                            
2 ホ・ホジュン「済州四・三の時期 討伐隊の済州島認識と大量虐殺の論理」、キム・ウンヒ「九連隊、二連隊出身兵士た
ちの証言 採録の成果と課題」、『タランシ洞窟の四・三 遺骸発掘二〇周年記念全国学術大会の報告書』2012 年 3 月 29
日。日本語未訳。 
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          （ 秋田雨雀・土方・オ ハヂ・シン ドンヨプ ） 
 
 「骸骨の舞跳」という作品を覚えていますか。 





























（李昇燁「第 5 章『顔が変る』―朝鮮植民地支配と民族識別」 竹沢泰子編『人種の表象と社会的リアリティ』岩波書店 2009
年） 
 




























 鉢巻  こいつだ！……こいつだ！……提灯を出せ……皆なこの顏付を見ろよ……。 
ある男 （二十四五歳の勞働者風の男）僕は何もしないんです……。 
 學生  （眞似をする）僕は何もしないんです……。 
 陣羽織 やつゝけちまへ……やつゝけちまへ！ 
甲冑  亂暴なことをするな……己れが今調べて見るからな……おい、犬、お前は朝鮮人だらう？ 
嘘を言つちや爲にならねいぞ……。 
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ある男 僕は日本人です……皆さんは何をするんです？ 
學生  「ぼくは日本人です」……そんな日本人があるかえ？ 
甲冑  靜かにしな……お前の名は何んてんだえ？ 
ある男 僕は北村吉雄つて言ふんです……。 
（自警團員は笑ふ。） 
甲冑  ふむ。北村吉雄か……年は幾つだえ？ 
ある男 僕二十四歳です……。 
甲冑  ふむ、何年生れだえ？ 
ある男 （非常に苦しむ）僕……僕……僕……。 
（自警團員一齋に笑ふ。） 
靑年  （急に立上つて）よし給え！ 君達に何の權利があつてそんなことを聞くんですか？ そ
んな權利を何處から持つて來たんです？ 
老人  （はらはらして）およしなさい……およしなさい……。 
甲冑  （靑年を見て）君は一體何んだえ？ 
靑年  （靜かに）僕は人間です……。 










 靑年 （……） 化石しろ、 
   醜い骸骨！ 
化石しろ、 
   醜い骸骨！ 
化石しろ、 
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   醜い骸骨！ * 
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ら 10 代の頃この国へ渡ってきた祖母が亡くなる前に残したサンベです。 




































チョゴリからチマまで そして花斑へ ひっくり返された洞窟 
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*[引用テキスト] 
秋田雨雀「骸骨の舞跳」『現代日本戯曲選集 8』 白水社 1955 年 
土方『土方全集Ⅱ』 河出書房新社 1998 年 
申東曄、姜舜（訳）「私の私」 『申東曄詩集 脱殻は立ち去れ』 梨花書房 1979 年 
 
 





も展開している。主な展覧会に 2013 年呉夏枝×青森市所蔵作品展「針々と、たんたんと」国際芸術センター青森、2012 年
「VOCA 展」上野の森美術館、2011 年「Inner Voices─内なる声─」金沢 21 世紀美術館、2010 年「やっぱり本が好き！国
際ブック・アート・ピクニック」中之島図書館（大阪）、2009 年 「HOME」国際芸術センター青森、など多数。大阪在
















































     国際芸術センター青森 
  
李静和 おとずれる記憶、おくりとどける記憶―その後 
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4 シミョ（待墓） 喪の期間 3 年間、お墓のそばに仮小屋を建て暮らすこと。喪失を生きること。待つこと。 
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私はこの違い、つまり 47 年から 54 年の間、植民地支配が終わった済州島では、生きる言葉と
しての言葉は日本語が残骸として残っている一方、1923 年の関東大震災のとき、日本で生きる
朝鮮人の言葉は朝鮮語だったということこの違い――同じ残骸として残る言葉の時間、空間が
決定している違いという部分――を、今日すごく想像できました。そういう部分が想像できた
のが、今日先生から訪れをいただいたことです。自分が、ちょっとその残骸に触れる可能性と
いうか、創造力を今日は得たなということは、すごく嬉しくて、最後に一言、言いたかったん
です。ありがとうございます。 
○司会・豊田由貴夫：ありがとうございました。 
 司会の不手際で進行が上手くいきません、申しわけありませんでした。 
 それでは、本日の公開講演会、これでお開きとさせていただきます。 
 李先生、どうもありがとうございました。もう一度、李先生に拍手をお願いします。（拍手） 
 
